
建
交
労
東
京
事
業
団
・
高
齢
者
部
会

は
、
１
０
月
２
４
日(

土)

全
日
自
労
会

館
６
階
で
第
２
０
回
定
期
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
総
会
に
は
各
分
会
、
部
会

役
員
、
来
賓(

全
国
事
業
団
・
高
齢
者

部
会
安
藤
忠
副
部
会
長
、
東
京
都
本
部

松
田
隆
浩
執
行
委
員
長)

合
わ
せ
て
、

約
３
０
人
が
参
加
。
青
木
副
部
会
長
の

挨
拶
で
始
ま
り
、
総
会
議
長
に
世
田
谷

分
会
岩
波
さ
ん
を
選
出
。
来
賓
・
部
会

長
挨
拶
に
続
い
て
藤
田
事
務
局
長
か
ら

一
年
間
の
活
動
報
告
と
し
て
「
①
仕
事

獲
得
②
春
闘
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
③
賃
上

げ
④
国
・
自
治
体
へ
の
要
請
行
動
⑤
高

齢
期
要
求
実
現
」
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
続
い
て
赤
羽
目
部
会
長
か

ら
今
後
一
年
簡
の
活
動
方
針
案
と
し
て

「
①
要
求
実
現
の
取
り
組
み
②
共
済
・

共
同
墓
地
活
用
③
部
会
・
分
会
運
営
と

部
会
財
政
④
学
習
の
強
化
と
組
合
員
の

拡
大
」
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
江
部

会
計
か
ら
決
算
報
告
及
び
新
年
度
予
算

の
提
案
、
大
沢
会
計
監
査
報
告
を
新
宿

中
央
分
会
北
川
さ
ん
が
代
読
し
ま
し
た
。

討
論
に
入
り
９
分
会
か
ら
８
人
が
発

言(

敬
称
略)

。
ひ
ど
く
荒
れ
た
除
草
現

場
の
作
業
実
態
報
告(

池
袋
分
会
大
塚)

を
皮
切
り
に
、
各
現
場
の
報
告(

新
宿

分
会
矢
島
、
板
橋
分
会
柴
田
、
新
宿
中

央
関
口
、
新
宿
分
会
天
野
、
池
袋
分
会

鈴
木)

が
続
き
ま
し
た
。

ま
た
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
の
現

状
報
告
と
、
他
の
分
会
で
も
実
施
し
て

欲
し
い
」(

深
川
分
会
諸
岡)

と
の
意
見

や
、
事
業
団
協
議
会
に
つ
い
て
の
発
言

(

世
田
谷
分
会
遠
藤)

、
労
働
組
合
活
動

も
対
象
と
さ
れ
る
「
ス
パ
イ
防
止
法
」

反
対
に
つ
い
て(

三
鷹
分
会
茂
垣)

な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
か
ら
多
彩
な
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

午
前
１
０
時
か
ら
始
ま
っ
た
総
会
は

す
べ
て
の
議
案
が
賛
成
多
数
の
拍
手
で

採
択
さ
れ
、
午
後
２
時
半
過
ぎ
に
終
了

し
ま
し
た
。
受
付
な
ど
の
事
務
を
し
て

い
た
だ
い
た
会
計
の
江
部
さ
ん
、
事
業

部
分
会
佐
藤
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

【
東
京
事
業
団
・
高
齢
者
部
会

事
務
局
次
長

岩
山
真
一
】

建
交
労
神
田
支
部
第
９
１
回
定
期
大

会
が
、
１
０
月
５
日
（
日
）
に
東
京
ト

ラ
ッ
ク
健
保
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
執
行
部
１
８
名
、
代
議
員
６
１
名
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
と
し
て
３
名
の
合

計
８
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

上
村
執
行
委
員
長
は
挨
拶
で
、
今
現

在
で
も
続
く
物
価
高
騰
の
中
、
長
時
間

労
働
・
低
賃
金
等
で
働
く
私
た
ち
ト
ラ
ッ

ク
産
業
の
現
状
に
つ
い
て
や
、
１
０
月

か
ら
随
時
、
都
道
府
県
別
に
行
わ
れ
る

最
低
賃
金
の
上
昇
に
つ
い
て
、
提
案
型

労
働
組
合
と
し
て
の
各
専
門
部
の
１
年

間
の
活
動
と
し
て
学
べ
る
神
田
支
部
版

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座
や
新
入
組
合
員
用

漫
画
作
成
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
か
ん
Ｐ
（
ぴ
ー
）
」
の
誕
生
や
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
作
成
、
今
年
は
よ
り
一

層
組
合
員
の
メ
リ
ッ
ト
と
は
何
か
を
考

察
し
、
目
配
り
・
気
配
り
が
で
き
る
執

行
部
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
の
挨
拶
で

は
、
中
央
労
働
金
庫
一
ツ
橋
支

店
の
成
田
支
店
長
、
建
交
労
東

京
都
本
部
の
笹
原
書
記
長
か
ら

日
々
の
積
極
的
な
活
動
へ
の
御

礼
、
激
励
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
第
１
号

議
案
２
０
２
６
年
度
運
動
方
針

（
案
）
、
第
２
号
議
案
２
０
２

５
年
度
一
般
経
過
報
告
、
組
合

結
成
８
０
周
年
記
念
事
業
の
概

要
、
資
料
か
ら
各
職
場
の
諸
課

題
、
第
３
号
議
案
２
０
２
５
年

一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
報
告
、
会
計

監
査
報
告
、
第
４
号
議
案
２
０
２
６
年

度
予
算
編
成
（
案
）
、
第
５
号
議
案
規

約
改
正
（
案
）
の
提
案
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
休
憩
を
挟
み
、
組
織
拡
大
表
彰
受

賞
式
が
行
わ
れ
、
質
疑
・
討
論
に
移
り
、

代
議
員
か
ら
の
発
言
で
は
１
１
分
会
か

ら
６
５
歳
以
上
の
働
き
方
、
職
場
の
状

況
や
抱
え
て
い
る
問
題
、
２
５
春
闘
職

場
要
求
の
内
容
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ

り
、
最
後
に
青
年
婦
人
部
か
ら
の
活
動

報
告
が
行
わ
れ
、
物
価
高
騰
の
為
な
に

か
し
ら
の
手
当
を
つ
け
て
ほ
し
い
な
ど

現
状
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

各
号
議
案
の
採
決
が
行
わ
れ
全
議
案
が

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
次
に

大
会
諸
決
議
（
案
）
、
大
会
宣
言
（
案
）
、

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
組
合
結
成
８
０
周

年
を
迎
え
、
伝
統
を
守
り
つ
つ
未
来
に

向
け
て
提
案
型
労
働
運
動
強
化
を
！
！
」

を
確
認
し
ま
し
た
。

【
神
田
支
部

書
記
長

石
塚

和
】

東
部
支
部
は
、
１
０
月
１
９
日
（
日
）

に
、
第
２
６
回
定
期
大
会
を
富
岡
区
民

館
で
開
催
し
、
１
６
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
冒
頭
、
期
中
に
亡
く
な
っ
た
組
合

員
二
人
に
黙
祷
を
奉
げ
ま
し
た
。
続
く

経
過
報
告
・
運
動
方
針
で
は
畠
中
書
記

長
が
、
組
合
員
の
拡
大
推
進
の
必
要
性

を
強
調
し
ま
し
た
。
東
部
支
部
で
も
組

合
員
が
高
齢
化
し
若
返
り
が
迫
ら
れ
る

中
、
労
働
相
談
で
若
い
人
を
拡
大
し
て

も
本
人
が
闘
え
な
か
っ
た
り
、
労
働
紛

争
が
解
決
し
て
も
定
着
し
な
い
現
象
を

克
服
で
き
て
お
ら
ず
、
本
年
は
増
減
で

１
人
の
拡
大
に
止
ま
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
ん
な
中
で
も
掴
ん
だ
教
訓
を
組

合
員
み
ん
な
で
生
か
し
、
工
夫
を
凝
ら

し
て
一
層
拡
大
を
進
め
て
行
こ
う
と
、

大
会
決
議
を
し
ま
し
た
。
人
事
は
林
上

執
行
委
員
長
、
狩
野
副
委
員
長
、
畠
中

書
記
長
と
全
執
行
委
員
９
人
を
再
任
し

ま
し
た
。

【
東
部
支
部

書
記
長

畠
中

博
資
】
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東
京
事
業
団
・
高
齢
者
部
会

第
２
０
回
定
期
総
会

開
催



１
０
月
２
５
日
（
土
）
に

豊
島
運
送
支
部
第
１
１
３
回

定
期
大
会
が
、
舟
渡
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭

に
、
今
成
委
員
長
よ
り
「
情

勢
に
負
け
ず
、
そ
し
て
建
交

労
の
方
針
に
基
づ
き
労
働
組

合
と
し
て
団
結
し
ま
し
ょ
う
」

と
、
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
来
賓
と
し
て
、
東

京
都
本
部
副
委
員
長
石
塚
和

氏
、
東
京
ト
ラ
ッ
ク
事
務
局

長
の
上
村
誠
氏
か
ら
激
励
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
日
々
の

活
動
の
御
礼
と
ト
ラ
ッ
ク
大

運
動
の
意
義
、
２
０
２
６
年

春
闘
に
向
け
て
、
ア
ン
ケ
ー

ト
実
施
の
協
力
要
請
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。

そ
の
後
、
２
０
２
４
年
度
運
動
の

総
括
・
会
計
報
告
な
ど
が
、
矢
島
書

記
長
と
大
西
副
分
会
長
よ
り
あ
り
、

２
０
２
５
年
度
運
動
方
針
・
予
算
編

成
案
が
提
案
さ
れ
、
質
疑
応
答
に
入

り
ま
し
た
。
議
題
に
対
し
、
全
組
合

で
確
認
し
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
構
成
で
は
、
今
成
委
員
長

・
大
西
副
執
行
委
員
長
・
矢
島
書
記

長
を
含
め
、
執
行
部
全
員
が
信
任
さ

れ
ま
し
た
。
最
後
に
「
組
合
員
の
減

少
で
、
仕
事
も
含
め
人
員
の
や
り
繰

り
は
大
変
だ
が
、
ま
ず
は
人
手
不
足

を
解
消
す
る
為
に
、
大
幅
賃
上
げ
を

会
社
に
求
め
、
同
時
に
定
年
延
長
雇

用
確
保
も
含
め
て
労
働
組
合
と
し
て

全
力
で
組
合
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
ろ

う
」
と
訴
え
が
あ
り
、
団
結
頑
張
ろ

う
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

【
東
京
ト
ラ
ッ
ク
部
会

事
務
局
長

上
村

誠
】

１
０
月
１
６
日
、
東
十
条
ふ

れ
あ
い
館
に
お
い
て
、
鉄
道
東

京
地
本
の
第
２
７
回
定
期
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
議

長
に
は
上
野
分
会
の
秋
山
代
議

員
が
任
命
さ
れ
、
全
て
の
議
案

が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
井
上

東
京
地
本
委
員
長
は
、
総
裁
選

で
の
自
民
党
の
メ
デ
ィ
ア
ジ
ャ
ッ

ク
に
加
担
す
る
マ
ス
コ
ミ
を
批

判
す
る
と
と
も
に
、
自
公
と
も

に
国
民
犠
牲
の
政
治
の
反
省
が

な
い
と
批
判
し
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
新
た
な
経
営
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
「
ま
す
ま

す
株
主
重
視
で
利
潤
追
求
の
施
策
に

進
も
う
と
し
て
い
る
」
と
し
、
現
場

の
社
員
の
苦
労
を
心
配
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
組
合
の
高
齢
化
は
あ
る
が

組
織
の
一
員
と
い
う
使
命
感
を
持
っ

て
奮
闘
し
た
い
」
等
と
述
べ
ま
し
た
。

代
議
員
か
ら
は
、
高
齢
化
問
題
の
他

「
宣
伝
行
動
を
増
や
そ
う
」
「
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
を
活
用
す
べ
き
」
「
少
数
で
も

し
っ
か
り
要
求
を
掲
げ
れ
ば
必
ず
前

進
し
仲
間
も
増
え
る
」
な
ど
積
極
的

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
相
馬
書

記
長
は
「
ア
ク
セ
ス
や
Ｊ
Ｒ
本
体
の

現
場
で
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、

本
社
・
本
部
間
の
交
渉
の
中
で
も
指

摘
す
る
な
ど
、
Ｊ
Ｒ
に
問
題
提
起
を

行
っ
て
い
き
た
い
。
今
後
の
宣
伝
行

動
等
の
提
起
に
最
大
限
ご
協
力
を
」

等
と
お
願
い
し
執
行
部
の
ま
と
め
と

し
ま
し
た
。
【
鉄
道
東
京
地
本

執
行
委
員
長

井
上

敏
】
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１
０
月
１
８
日
（
土
）
、
建
交
労
東

京
女
性
部
は
今
年
の
憲
法
カ
フ
ェ
の
企

画
と
し
て
、
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
映
像
の
世
紀
・

ふ
た
つ
の
敗
戦
国
６
６
０
万
人
の
孤
独
」

を
上
映
し
、
都
本
部
会
議
室
に
１
１
名

が
集
い
ま
し
た
。
ケ
ー
キ
と
コ
ー
ヒ
ー

で
上
映
後
の
感
想
を
語
り
合
い
、
参
加

者
か
ら
は
「
９
条
と
２
４
条
は
車
の
両

輪
、
戦
争
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
深
い
関
係
」

な
ど
の
話
題
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。
ふ

た
つ
の
敗
戦
国
と
は
、
ド
イ
ツ
と
日
本

を
指
し
て
い
ま
す
が
、
敗
戦
と
同
時
に

軍
務
を
解
除
さ
れ
た
復
員
兵
、
満
蒙
開

拓
団
等
、
海
外
に
い
た
引
揚
げ
者
合
わ

せ
て
６
６
０
万
人
の
悲
惨
な
逃
避
行
や
、

帰
国
し
て
か
ら
の
過
酷
な
生
活
再
建
の

様
子
、
様
々
な
事
情
か
ら
敗
戦
時
に
中

国
に
残
留
し
た
女
性
や
子
供
た
ち
が
映

し
出
さ
れ
ま
し
た
。
印
象
深
か
っ
た
の

は
、
住
む
場
所
を
求
め
て
、
当
時
の
深

川
臨
海
国
民
学
校
に
、
帰
国
者
が
押
し

寄
せ
た
時
、
深
川
の
住
民
が
、
食
料
や

募
金
を
持
っ
て
支
援
に
か
け
つ
け
た
場

面
で
す
。
「
初
め
て
人
間
ら
し
い
扱
い

を
受
け
た
。
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
録
画
を
見
て
思
い
出
し
た

の
は
、
「
お
ふ
く
ろ
た
ち
の
労
働
運
動
」

で
す
。
私
た
ち
建
交
労
の
先
輩
た
ち
は
、

復
員
者
、
引
揚
者
、
戦
争
未
亡
人
な
ど
、

戦
後
の
混
乱
期
か
ら
「
失
業
と
貧
乏
と

戦
争
に
反
対
」
し
て
労
働
組
合
を
組
織

し
闘
い
続
け
て
き
た
こ
と
を
、
改
め
て

思
い
ま
し
た
。

【
東
京
女
性
部

廣
川

陽
子
】

バ
ス
関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）
は

１
０
月
１
９
日
（
日
）
に
第
２
５
回
定

期
大
会
を
都
教
組
北
多
摩
西
教
育
会
館

で
開
催
し
ま
し
た
。

２
６
年
間
続
い
た
自
・
公
連
立
政
権

か
ら
公
明
党
が
離
脱
す
る
と
い
う
中
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
参
加

し
た
都
本
部
松
田
執
行
委
員
長
か
ら
激

動
し
て
い
る
政
治
情
勢
を
含
め
て
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
佐
々
木
委
員
長

は
冒
頭
の
挨
拶
で
「
バ
ス
の
減
便
や
廃

止
が
続
く
中
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
も
含
め

て
『
運
転
手
不
足
は
本
当
か
』
『
な
ぜ

運
転
手
不
足
に
な
る
の
か
』
と
、
問
い

合
わ
せ
が
相
次
い
で
い
る
。
こ
れ
は
、

分
社
化
に
よ
る
バ
ス
労
働
者
の
労
働
条

件
の
低
下
に
問
題
が
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
京
王
新
労

組
は
こ
の
分
社
化
と
闘
う
中
で
誕
生
し

た
も
の
で
あ
る
。
組
合
潰
し
攻
撃
と
熾

烈
に
た
た
か
っ
て
、
２
５
回
目
の
大
会

を
迎
え
る
こ
と
に
、
自
信
を
持
と
う
で

は
な
い
か
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

大
会
で
は
一
年
間
の
運
動
の
経
過
報

告
が
さ
れ
、
総
括
案
、
会
計
報
告
、
運

動
方
針
、
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

予
定
時
刻
を
過
ぎ
る
ほ
ど
の
質
疑
が
あ

り
、
提
案
さ
れ
た
運
動
方
針
、
役
員
案

は
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
佐
々
木

委
員
長
よ
り
「
労
働
者
の
権
利
を
守
り
、

労
働
条
件
を
改
善
し
、
乗
客
の
安
全
を

守
る
た
め
に
、
団
結
が
ん
ば
ろ
う
！
！
」

と
三
唱
で
終
了
し
ま
し
た
。
役
員
は
佐
々

木
委
員
長
、
志
村
副
委
員
長
、
藤
山
書

記
長
、
木
幡
・
古
河
井
執
行
委
員
全
員

が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

【
バ
ス
関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）

執
行
委
員
長

佐
々
木

仁
】

■１２月 ７日（日）１３時～都本部２６春闘

討論集会／エデュカス東京５Ｆ

２０２６年

■１月 ６日（火）８時～２６春闘新春宣伝行

動／新宿駅南口

■１月１０日（土）１４時～都本部新春旗開き

ラパスホール（大塚駅・新大塚駅）

※参加登録を年内によろしくお願いいたします

組合掲示板


